
し
、
菩
薩
は
六
度
の
法
門
に
就
て
折
宰
観
を
修
す
、
如
是
三

乗
同
〈
折
宰
観
を
修
す
ご
も
一
諦
縁
度
の
差
別
を
以
っ
て
三
乗

り
不
同
を
知
る
ぺ
し
o

体
丞
観
の
体
さ
は
、
体
達
亦
は
体
悟
の
義
な
h
、
諸
法
を
押

へ
て
即
空
ご
体
達
す
る
が
故
な
り
、
諸
法
を
推
論
す
る
に
、

既
に
性
質
無
〈
、
但
虚
相
の
み
有
hJ
、
故
に
如
幻
即
宰
観
さ

も
名

f
、
此
の
観
は
大
乗
の
観
法
に
し
て
、
一
切
高
有
は
貫

の
自
性
ゐ
る
事
な
し
、
若
し
高
有
に
賓
の
自
性
ゐ
り
さ
せ
ば

因
縁
を
籍
る
の
必
要
な
か
る
ぺ
し
、
然
る
に
高
有
は
皆
因
縁

を
籍
て
生
子
る
事
を
得
る
故
に
、
は
賓
の
自
性
あ
る
事
な
し

さ
、
高
有
其
ま
t
置
て
嘗
体
即
宰
な
・

9ε
体
遺
す
、
我
が
、

弘
治
の
頃
大
内
義
隆
が
陶
金
重
に
殺
せ
ら
れ
ん
さ
し
た
る
時

三
尺
の
秋
水
を
白
眠
つ
：
、

討
ち
入
も
討
た
る

I
人
も
諸
共
に

如
露
亦
如
電
臆
作
如
是
観

さ
詠
じ
た
h
き
、
亦
鏡
像
水
月
の
誓
を
以
っ
て
も
知
る
ぺ
し

通
散
は
大
乗
に
し
て
、
其
義
深
き
故
に
三
藤
よ
り
勝
れ
て
、

相
即
の
旨
を
明
す
、
即
ち
煩
楢
の
体
を
押
へ
て
即
宰
ご
明
し

煩
情
即
菩
提
の
義
を
談
十
る
な
り
、
生
死
即
浬
葉
の
義
、
こ

れ
に
准
じ
て
知
る
べ
き
な
り
、
通
人
既
に
諸
法
如
幻
幻
本
ご

生
祢
』
字
、
今
滅
す
る
所
銃
一
し
ご
観
争
、
六
風
依
正
の
色
、
幻

の
如
〈
化
の
如
し
、
嘗
体
即
宰
な
b
ご
依
う
て
、
真
理
に
入

る
な
り
o
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御
曾
式
に
就
て

藤

田

国

海
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？
を
去
る
こ
さ
、
六
百
三
十
三
年
前
即
ち
弘
安
五
年
十
月

十
三
日
未
法
救
護
の
大
導
師
た
る
我
姐
大
要
人
は
、
武
州

多
摩
河
の
遁
り
、
池
上
山
の
霞
ミ
消
へ
玉
ひ
泊
、
我
等
こ
の

こ
さ
を
、
追
想
し
奉
る

rに
涙
の
穏
な
ら
ざ
る
は
な
し
、
宗

組
大
事
人
常
住
の
法
身
は
、
法
界
”
と
遍
満
し
て
、
戚
ゐ
れ
は

則
も
臆
じ
給
ふ
さ
雄
も
、
臆
現
の
肉
身
即
も
英
爽
の
風
姿
温

乎
々
た
る
慈
顔
は
、
建
仁
拝
す
る
こ
ご
能
は
今
、
鳴
呼
悲
哉
生

死
は
世
相
の
常
規
芝
、
悌
の
教
へ
給
へ
る
に
、
何
ぞ
斯
土
品
歎

の
情
禁
守
る
能
は

e
さ
る
か
、
佳
h
u
勿
れ
！
そ
は
唯
宗
祖
大

事
人
を
迫
慕
し
奉
れ
ば
な
り
、
何
が
故
ぞ
斯
〈
追
慕
す
る
か

そ
は
大
要
人
の
御
思
徳
の
深
大
な
る
を
戚
謝
す
れ
ば
な
争
、

何
が
故
に
戚
謝
す
る
か
、
そ
は
大
聖
人
の
敬
を
信
や
る
こ
さ

の
切
な
れ
ば
な
り
、
そ
は
我
等
が
復
活
の
道
、
一
に
此
敢
に



存
す
る
を
以
て
な
り
、
人
の
哀
れ
は
な
ほ
心
な
き
非
情
に
及

ぶ
、
況
ん
や
我
等
が
救
の
主
た
る
宗
組
大
聖
人
が
滅
度
の
日

に
遇
ふ
て
、
誰
か
葉
悲
歎
を
深
〈
せ

5
る
も
の
あ
ら
ん
や
、

宜
な
b
、
池
上
の
山
、
身
延
の
峯
、
此
華
日
渇
仰
の
群
衆
雲

霞
の
如
〈
来
集
す
る
こ
芯
や
、
御
入
滅
の
地
、
元
よ
り
油
上

な
る
は
、
大
事
稗
算
滅
度
の
儀
相
に
擬
し
給
ふ
さ
錐
る

九
箇
年
の
関
心
安
〈
法
華
経
ぞ
讃
諦
し
奉
候
山
な
れ
ば
、

墓
込
身
延
山
に
立
さ
せ
給
へ
、
未
来
際
ま
で
も
心
は
身
延

山
に
可
住
候
、
ベ
波
木
弁
殿
御
堂
宵
〉

芝
の
御
遺
文
を
拝
し
奉
れ
ば
、
宗
祖
棲
抽
仰
の
法
掘
は
、
身
延

山
な
る
こ
さ
瞭
さ
し
て
見
る
べ
き
な
り
、
若
し
依
正
無
硬
の

大
旨
よ
b
せ
ば
、
常
在
霊
山
は
、
総
じ
て
一
切
慮
を
指
す
ぺ

し
ず
』
雄
も
、
立
行
設
化
の
道
場
に
約
し
て
、
殊
－
い
身
延
を
指

定
し
、
以
て
末
法
の
群
機
を
導
き
給
ふ
な
り
、
宜
哉
、
妙
判

の
中
仁

か
I
る
瑚
な
れ
ば
庵
の
内
じ
は
章
は
終
日
仁
、
一
乗
妙
典

の
、
御
法
を
論
談
し
、
夜
は
克
夜
、
要
文
一
諭
持
の
聾
の
み

す
、
惇
へ
聞
〈
蒋
曾
の
住
み
給
ひ
け
ん
鷲
峰
山
を
、
我
が

朝
此
瑚
に
移
し
置
き
ぬ
ハ
身
延
山
塑
脅
〉

其
上
此
躍
は
人
倫
を
離
れ
た
る
山
中
な
り
、
東
西
南
北
を

去
て
里
も
な
し
、
か
I
る
い
さ
心
細
き
幽
谷
な
れ
ざ
も
教

主
蒋
等
の
一
大
事
の
秘
法
を
霊
鷲
山
に
し
て
相
侍
し
日
蓮

が
胸
中
に
秘
し
て
隠
し
持
て
り
、
か
t
る
不
思
議
な
る
法

華
経
の
行
者
の
佐
蕗
な
れ
ば
宰
か
霊
山
滞
土
に
劣
る
べ
き

法
妙
な
る
が
故
に
入
賞
し
入
賞
き
が
故
に
所
労
し
さ
申
す

は
是
也
ハ
南
傑
兵
衛
七
郎
殿
御
返
事
V

此
の
如
〈
、
喜
文
昭
々
た
る
の
み
な
ら
今
、
砕
身
の
舎
利
長

〈
嘗
山

ω銭
ご
な
り
、
純
信
聾
詣

ω者
を
し
て
、
盆
々
錆
依

渇
仰
の
念
を
生
壱
し
め
給
ム
、
此
を
以
て
宗
組
が
色
心
の
全

体
は
、
永
〈
斯
の
山
に
在
住
し
て
、
本
化
の
風
光
を
接
輝
し

来
り

τ、
異
の
霊
山
事
の
寂
光

ω道
場
は
、
他
に
求
む
べ
か

ら
5
る
こ
ご
ー
な
れ
り
、
故
に
一
度
此
浄
墳
に
詣
づ
る
者
は

忽
も
無
始
の
罪
障
を
消
滅
し
、
三
道
即
三
徳
さ
轄
じ
て
、
成

悌
の
妙
果
を
得
ん

e

』
ぜ
」
疑
ひ
な
し

彼
の
月
氏
の
霊
鷲
山
、
本
朝
此
身
延
の
嶺
・
也
、
品
審
請
遣
に

中
絶
せ
り
念
々
に
可
ニ
V
A
T
来
臨
一
是
に
て
待
入
候
べ
し

（
南
傑
兵
衛
七
郎
殿
御
返
事
〉

日
蓮
が
弟
子
棺
那
等
は
此
山
を
本
さ
し
て
多
る
ぺ
し
、
此

即
も
霊
山
の
契
也
〈
波
木
弁
殿
御
書
U

此
の
如
〈
無
限
の
カ
セ
附
興
せ
ら
れ
た
る
霊
識
な
れ
ば
、
渇
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仰
の
涙
を
注
ぎ
、
蹄
依
の
心
を
傾
ぐ
る
も
の
多
し
、
然
る
に

吾
人
骨
て
宗
祖
大
事
入
滅
の
道
場
た
る
池
上
山
の
曾
式
含
拝

す
、
高
山
人
を
以

τ埋
め
、
四
隣
の
喧
騒
沸
（
が
如
〈
、
接

調
の
題
目
以
、
諸
輔
の
鳴
物
に
和
し
て
、
殆
ざ
法
滅
的
兆
か

さ
疑
は
し
h
u
、
鳴
呼
此
の
霊
境
、
徒
ら
に
都
人
士
が
狂
戯
の

展
朋
せ
ら
る
i
に
至

τは
、
血
涙
千
行
腸
を
寸
断
す
る
の
慨

あ
h
き
、
身
延
は
然
ら
争
、
彼
我
害
壌
の
差
ゐ
争
、
風
土
人

情
の
然
ら
し
む
る
さ
は
言
へ
、
又
霊
山
の
霊
山
花
る
特
徴
乞

い
ふ
ぺ
し
、
憶
御
曾
式
を
以
て
俗
徒
の
御
祭
騒
ぎ
ご
の
み
心

得
な
ば
、
そ
は
宗
祖
を
離
し
む
る
の
み
な
ら
や
，
、
永
〈
阿
鼻

の
苦
患
さ
な
る
べ
き
な
今
、

か
3
る
日
蓮
を
用
ひ
由
る
さ
も
、
あ
し
〈
う
や
ま
は
Y
園

口
ぷ
ぺ
し
ハ
種
々
御
振
舞
抄
〉

信
v
U
弱
｛
ば
、
い
か
に
日
蓮
が
弟
子
槙
那
な
ら
さ
名
乗
ら

せ
給
ふ
そ
も
よ
も
御
用
ひ
は
候
は
じ
ハ
波
木
弁
殿
御
書
U

事
誠
深
〈
肝
に
銘
せ
ざ
る
ぺ
り
ん
や
、
捌
て
臨
減
度
時
の
断

琴
に
聞
か
十
ゃ
、

設
等
大
勇
の
信
地
に
住
し
て
、
疑
を
容
れ
4
7
ん
ば
、
本
地

の
妙
境
一
時
に
成
就
せ
ん
、
是
を
蓮
身
成
悌
さ
い
ふ
、
若

し
信
必
浅
薄
仁
し
て
我
仁
謹
せ
ば
即
身
無
関
、
玉
の
盤
を

走
る
が
如
（
雨
の
地
に
堕
る
が
如
し
其
時
我
b
z
恨
む
べ
か

ら
今
、
諸
子
深
〈
念
持
し
て
忘
れ
ざ
れ
よ

m薩
播
停
抄
鋒
v

除
韻
今
樹
ほ
我
等
が
耳
呆
に
響
〈
が
如
し
、
鳴
呼
信
哉
、
此

信
ゐ
り
て
始
め
て
日
蓮
が
弟
子
檀
那
等
ご

ω御
呼
韓
に
臆
じ

奉
る
金
得
ぺ
き
な
り
、
我
等
宿
繭
薄
（
し
て
生
を
龍
季
に
票

り
、
年
々
此
の
墓
日
に
臨
ん
で
慈
慕
の
暢
に
堪
へ
今
、
特
た

悲
痛
を
重
自
る
の
み
、
さ
れ
ザ
」
、
宰
に
不
惜
身
命
の
信
念
ゐ

れ
ば
、
そ
ニ
じ
墓
鑑
し
給
ふ
べ
し
、
さ
の
遺
訓
昭
々
た
る
上

は
、
五
口
々
門
下
た
る
も
の
、
宜
し
（
英
数
訓
を
顧
り
み
、
心

に
刻
み
、
身
に
騨
し
て
、
以
て
大
働
事
に
貢
献
す
べ
き
の
み

大
働
事
さ
は
何
ぞ
や
、
脂
身
の
宗
祖
は
即
も
捨
身
の
宗
祖
た

る
こ
さ
を
信
解
し
、
而
し
て
法
身
の
宗
組
を
拝
し
奉
る
は
、

即
ち
直
に
温
容
慈
顔
に
接
し
奉
る
こ
ご
を
疑
は
令
、
而
し
て

此
曾
式
は
、
霊
山
虚
宰
曾
に
し
て
、
自
身
来
詣
し
て
、
此
霊

墳
に
ゐ
る
は
叉
此
れ
虚
空
曾
上
の
人
に
し
t
、
上
求
下
化

ω’

大
法
を
園
b
金
口
よ
り
聴
受
し
奉
る
－
』
さ
な
る
を
忘
る
べ
か

ら
今
、
斯
の
如
（
に
し
て
初
め
て
御
曾
式
ご
帯
す
る
を
得
ぺ

｛
、
久
遠
本
成
の
霊
山
さ
稗
す
る
こ
ぎ
を
得
ぺ
〈
、
我
等
は

斯
の
信
念
に
住
し
て
、
始
め
非
滅
現
滅
の
曾
式
を
修
行
し
奉

る
資
格
あ
る
べ
き
な
り
o
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